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�ୈ 1 ষɹࠃຽの҆શɾ҆৺Λ͑ࢧる気象情報

1 気象のࢹɾ༧ଌ

（１）気象のܯ報ɺ༧報なͲのൃද
ΞɽܯใɾҙใͳͲͷࡂ気象ใ
　気象庁は、大雨や風、高波などによって発生する災害の防止・軽ݮを目指し、警報や注意報などの

防災気象情報を発表しています。さらに、情報の内容や発表タイミングのվળにむけ常に防災関係機関

や報道機関との間で調整を行い、効果的な防災活動の支援を行っています。

̋ࡂ気象ใͷछྨͱൃදͷྲྀΕ

　都道府ݝや市町村等の自治体や国の防災関係機関が適切な防災対応を取れるよう、また、住民の自

主避難等の判断に資するよう、発生するおそれがある気象災害の種類や程度に応じて警報・注意報を発

表します。また、ݦஶな現象の発生する1日ないし数日前から気象情報を発表し、現象の予想や観測デ

ータについてもਵ時、気象情報を発表して、気象状況を解આします。警報・注意報及びそれらをิ完す

る気象情報には、以下のようなものがあります。

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

防災気象情報のछྨ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ใɾҙใܯ˓

ɾܯใɾҙใͷछྨ

　現在、警報は 7 種類、注意報は 16 種類あり、発表されることの多い時期で分けると、֓ね次のよう

になります。

େӍに͏防災気象情報とͦのྲྀΕ

の

まとわりつく。気温
0℃付近で起こりやすい。

着雪の発生が予想される

着氷の発生が予想される

報ɾҙ報のछྨܯ
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ɾܯใɾҙใͷؒΛ௨ͨ͡ൃදճͷׂ߹

　それぞれの警報・注意報について、年間の発表回数に占める季節ごとの割合でみると次のようになり

ます。

˞ฏ 17 ʙฏ 2� ͷ̓ؒͷશࠃͷ気象ॺ͕ൃද֤ͨ͠ܯใɾҙใʹͭいͯɺͦΕͧΕͷൃදճΛ݄͝ͱʹ
Ͱׂͬͨͷɻܭ߹ɺؒͷ͠ܭ߹

 

૭の気ૂݻ

Ű

ƍり♲雪やůťれが⫶ƅと予想される

⮑∌ЕᏑܡŴኃೂៈ気ઓŰוい発生。

Űוい発生。温ຊץ気ૂの発⬘Ŵݻୋが⻬ⓦ。
⬘気ૂの発ץ

⬘Űוい発生。
気ૂの発ץ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾܯใɾҙใͷൃද۠Ҭͱൃදج४

　警報や注意報は、市町村長が行う避難ק告等の防災対応の判断や住民の自主的な避難行動をよりき

め細かく支援するため、市町村ごとに発表しています。また、災害の特性は地域によって異なるため、警

報・注意報のそれぞれの種類や対象区域ごとに災害と雨量などの関係に基ͮき発表基४を定めています。

大نな地震の発生により地൫が੬ऑとなっている可能性の高い地域や、火山火により火山փがଯ積

した地域、大雨等により大نな土砂災害が発生した地域のपลでは、降雨に伴う災害が通常よりも起

きやすくなりますので、都道府ݝなどと調整の上、大雨警報などの発表基४を定的に引き下げて運用

することがあります。「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」により、東地方から関東ߕ信地

方にかけての多くの市町村で大雨警報・注意報の基४を引き下げて運用しました。

 

 

 

 

千葉県千葉市の警報・注意報発表基準（平成 25 年 1 月現在）

४のجとൃදگ報ɾҙ報ൃදঢ়ܯ （ྫઍ༿ݝ）

ઢͰࣔ͠ɺͰணࡉքઢΛڥொଜͷࢢքઢΛଠઢɺڥͷݝͷྫɻگใɾҙใൃදঢ়ܯͰͷݝਤはɺ気象ிϗʔϜϖʔδͰදࣔͯ͠いΔɺઍ༿ࠨ
৭ͨ۠͠ҬはܯใൃදதɺԫͰண৭ͨ۠͠ҬはҙใൃදதͰ͋Δ͜ͱΛࣔͯ͠いΔɻ
ӈදはɺઍ༿ݝઍ༿ࢢͷܯใɾҙใൃදج४ͷྫɻܯใɾҙใͷج४はࢢொଜ͝ͱʹఆΊ͓ͯΓɺͦΕͧΕͷج४ʹͮجいͯܯใɾҙใΛ
ൃදͯ͠いΔɻ
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ɾେӍʹؔ͢Δܯใɾҙใͷಛ

　大雨に伴い警戒が必要な土砂災害や浸水害、ߑ水害に対し、大雨やߑ水の警報・注意報を発表します。

大雨警報は、主に警戒を要する災害がඪ題からわかるよう「大雨警報（土砂災害）」、「大雨警報（浸水害）」

として発表しています。警報や注意報では、発表状況や警戒すき事項、予想される気象状況に関する

量的な予報事項などを簡ܿにهड़しています。特に、予想される気象状況については、現象の開始時刻、

ऴྃ時刻、ピーク時刻、最大値などを箇条書きでهड़しています。注意報から警報に切りସえる可能性

が高いときには、前もって注意報の中で、「˓ （˓いつ）までにʷʷ警報に切りସえる可能性がある」と明

示しています。

　　

˓࠭ܯࡂռใ

　気象庁は、土砂災害から生命、ࡒ産をकるために、土砂災害の危険度が高まっていることを市町村や

住民に知らせる情報として、対象となる市町村を特定して都道府ݝと共同で土砂災害警戒情報を発表し

ています。

　土砂災害警戒情報は大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、さらに危険度が高まった時に発

表する情報で、市町村長が行う避難ק告等の防災対応の判断や、住民の自主的な避難行動の判断など

の参考としていただくことを目的としています。

ฏ��年�݄भ෦߽Ӎにؔするɺ۽ຊݝѨોࢢΛର象としたܯ報のൃදঢ়گ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ਫ༧ใߑఆՏࢦ˓

　防災上重要な河川について、河川の増水やはんཞに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考

となるように、国が理する河川は国土交通省水理・国土保全局と気象庁が、都道府ݝが理する河

川は都道府ݝと気象庁が、共同して指定河川ߑ水予報を発表しています。気象庁は気象（降雨、融ઇなど）

の予測、水理・国土保全局や都道府ݝは水文状況（河川の水位または流量）の予測を担当して、緊

密な連携のもとでߑ水予報を行っています。ߑ水予報のඪ題は、ߑ水の危険度の高いॱからそれぞれ「は

んཞ発生情報」「はんཞ危険情報」「はんཞ警戒情報」「はんཞ注意情報」を河川໊の後に加したも

のです。また、ߑ水の危険度と水位を対応させて数値化した水位危険度レベルを情報にࡌهするなど、

わかりやすい情報を目指しています。

　

熊本県土砂災害警戒情報　第2号
平成24年7月12日　2時40分

熊本県　熊本地方気象台　共同発表

【警戒対象地域】
　　　菊池市　阿蘇市*　大津町*　南小国町*　南阿蘇村*

　　　*印は、新たに警戒対象となった市町村を示します。

【警戒文】
　　　＜概況＞
　　　降り続く雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっています。
　　　＜とるべき措置＞
　　　崖の近くや渓流などの土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早めの避難を心が
　　　けるとともに、市町村から発表される避難勧告などの情報に注意してください。

警戒対象地域

地震影響域

問い合わせ先
096-333-2553（熊本県土木部河川港湾局砂防課）
096-352-0345（熊本地方気象台技術課）

ฏ��年� �݄�日に۽ຊٴݝͼ۽ຊ地ํ気象͕共ಉͰൃදした「࠭災ܯռ情報」

കӍલઢʹΑΔͳӍʹい࠭ࡂͷݥة͕ߴまͬͨͨΊɺฏ 24 7݄ 12  ࣌2 40 ʹൃදͨ࠭͠ܯࡂռใɻ
ͳ͓ɺਤதͷʮӨڹҬʯͱはɺ࠭ܯࡂռใͷൃදج४Λ௨ৗج४͔ΒҾ͖Լ͛ͨఆج४Λઃఆ͠ӡ༻ͯ͠いΔҬͰ͢ɻฏ
 2� 10 ݄ 5 2� ࣌ �� ࠒͷ۽ຊ۽ݝຊํͷʹΑΓ ொଜΛର象ͱͯ͠ઃఆͯ͠いま͢ɻࢢଌͨ͠؍Ҏ্ͷΛڧ5
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˓෩ใ

　台風がいつࠒどこに接近するかをお知らせするのが「台風情報」です。この情報は、様々な防災対策

に利用できるよう、台風が我が国に近ͮくにつれてきめ細かくසൟに発表します。

　気象庁は台風を常時監視しており、通常は 3 時間ごとに台風の中心位置、進行方向と速度、大きさ、

強さの実況と最大 3 日先までの予報を、観測時刻の約 50 分後に発表します。予報では、台風の中心が

70% の確率で進むൣғ（予報ԁ）と、台風の中心が予報ԁ内に進んだ場合に風域（平ۉ風速が毎秒

25 メートル以上のྖ域）に入るおそれのあるൣғ（風警戒域）を示します。更に、3 日先以降も台風で

あると予想される場合には 5 日先までの進࿏予報を 6 時間ごとに行い、観測時刻から約 90 分後に発表

します。

　台風の勢力を示す目安として、風速をもとにして台風の「大きさ」と「強さ」を表現します。「大きさ」は

平ۉ風速が毎秒 15 メートル以上の強風のൣғ（強風域）、「強さ」は最大風速を基४にして表現を使い

分けています。

　台風が我が国に近ͮき、被害のおそれが出てきた場合には、上هの情報に加えて、台風の実況と 1

時間後の推定値を1 時間ごとに、24 時間先までの 3 時間刻みの予報を 3 時間ごとに発表します。また、

72 時間先までの「風域に入る確率」を各地域の時間変化のグラフ（3 時間刻み）と日本पลの分布図

で示して 6 時間ごとに発表します。

情報ൃදのྲྀΕ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

「෩予報」のൃද （ྫ （ɿ3日ઌ·Ͱの予報ɺӈɿ�日ઌ·Ͱのਐ࿏予報ࠨ

෩のେ͖͞と͞ڧのදݱ

「෩Ҭに入る֬」のൃදྫɹ（ （間ม化άϥϑɺӈɿਤ࣌ɿࠨ

ɾ֬ͷ͕૿Ճ͢Δؒ࣌ଳʹ෩Ҭʹ入ΔՄੑ͕͘ߴɺ͕
ɹݮগ͢Δؒ࣌ଳʹ෩Ҭ͔Βൈ͚ΔՄੑ͕͘ߴͳΓま͢ɻ
ɾ֬ͷͷେখΑΓɺΉ͠ΖมԽϐʔΫͷؒ࣌ଳʹ
ɹ͠ ͯ͝ར༻ͩ͘͞いɻ
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（˓શൠɾํɾݝ）気象ใ

　低気ѹや前線などの災害をもたらす原Ҽとなる気象の状況と今後の推移、雨・風などの観測の実況と

今後の見通し、防災活動上のཹ意事項などを「気象情報」（「大雨に関する気象情報」など）として発表

します。これらの情報では、図表を用いて最も注意すき点をわかりやすく示す図形式での発表も行っ

ています。また、গ雨、高温、低温や日照不など、長期間にわたり社会的に大きな影ڹを及ぼす天ީ

の状況についても気象情報（「高温に関する気象情報」など）を発表します。

　˙対象となる地域による種類

　「全般気象情報」：全国を対象に発表

　「地方気象情報」：11 地方 (ˎ) ごとに発表

　「府ݝ気象情報」：都道府ݝ（ւ道やԭೄݝではさらに細かい単位）ごとに発表

ର象となる地Ҭによる気象情報のछྨ

ਤࣜܗݝ気象情報のൃදྫ

ฏ 24 7݄ 12 ʹ࣮۽ʹࡍຊํ気象͕ൃදͨ͠ਤࣜܗͷʮେӍͱམཕٴͼಥ෩ʹؔ͢Δ۽ຊݝ気象ใɹୈ 7߸ʯͰ͢ɻ

ɹ	�
ʮ11 ํʯʹͭいͯはຊষʮ˓قઅ༧ใʯͷ߲ͷਤʮํقઅ༧ใͰ༻いΔ༧ใ۠ʯࢀর
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

େӍใؒ࣌తه˓

　現在の降雨がその地域にとってまれなܹしい現象であることをप知するため、数年に一度のな雨

を観測・解析した場合に「ه的短時間大雨情報」を府ݝ気象情報として発表します。

質  問  箱
˙�ʮهతؒ࣌େӍใʯとʮهతͳେӍʹؔすΔؾใʯのҧ͍
　この̎ͭのใは、いͣれもهతな大ӍにͭいてえるใͰす。
　いͬͨいԿがҧ͏のͰしΐ͏͔。
にू中తに߱るӍにযをてて、ͦの地Ҭにؒ࣌とい͏いؒ࣌は̍「大Ӎใؒ࣌తه」　
とͬてまれなܹしい現象Ͱ͋ることを周しޙࠓのܯռをݺͼ͔͚るͨΊにൃ表するใͰす。Ұ地
Ͱもൃ表ج४をえれҟৗͰはないことを֬ೝし্ͨͰ͔にൃ表します。
　ҰํͰ「هతな大Ӎにؔする気象ใ」は、ؒ࣌Ҏ্߱りଓ͘大ӍにΑͬてॏ大なࡂがࠩし
ഭͬている߹にҰのܯռをݺͼ͔͚るͨΊにൃ表します。
　このใは、などをྗۃ༻いͣにײػةをૌえるいจষ͚ͩͰ࡞します。このใがൃ表
͞れる߹も౷ܭతにݟてඇৗにまれな現象とݴえますが、ਙ大なࡂをもͨΒす現象は͋るఔ
Ͱൃ表することは͋りまͤΜ。まͨ、この༷なگていることを౿まえ、Ұ地͚ͩのঢ়ͬ࣋がりを
̍、は࣌ తه」、は࣌ଓすることもଟ͘、ฏ���݄भ෦߽Ӎのܧにू中తに߱るӍがؒ࣌
ؒ࣌大Ӎใ」が࿈ଓしてൃ表͞れͨޙに「هతな大Ӎにؔする気象ใ」をൃ表しましͨ。

のྫ「తなେӍにؔする気象情報ه」と「間େӍ情報࣌తه」

ͷ࣌େӍใ͕ൃද͞Εͨؒ࣌తه ͱ（ࠨ）ਫྔͷਤ߱ؒ࣌1
ͷ࣌తͳେӍʹؔ͢Δ気象ใ͕ൃද͞Εͨه ਫྔͷਤ（ӈ）߱ؒ࣌6
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˓Ӎͷ࣮گͱ༧ଌใ（ղੳӍྔɺ߱ਫؒ࣌༧ใɺ߱ਫφΩϟετ）

　「解析雨量」は、雨量分布を把握できるように、気

象レーダー観測で得られた雨の分布を、アメダスなど

の雨量計で観測された実際の雨量でิ正し、1 時間

雨量の分布を1キロメートル四方の細かさで解析し、

30 分間隔で発表します。

　「降水短時間予報」は、目先数時間に予想される

雨量分布を把握できるように解析雨量をもとに、雨域

の移動、地形による雨雲の発達・ਰऑや数値予報の

予測雨量などを考ྀして、6 時間先までの各 1 時間雨

量を1キロメートル四方の細かさで予測し、30 分間隔

で発表します。

　さらに、ۃめて短時間に変化する雨にも対応するた

め、より即時的にきめ細かな予測情報を提供するのが

「降水ナウキャスト」です。気象レーダー観測と同じ 5

分間隔で、1 時間先までの 5 分ごとの降水強度を、1

キロメートル四方の細かさで予測し、発表します。

˓ੵཚӢʹ͏ܹ͠い気象ݱ象ʹؔ͢Δใ

ɾཽൃרੜ֬φΩϟετͱཽרҙใ

　積ཚ雲に伴うཽרなどのܹしいಥ風から身の安全

を確保していただくための気象情報として、「ཽר発

生確度ナウキャスト」及び「ཽר注意情報」を発表し

ています。「ཽר発生確度ナウキャスト」は、気象ドッ

プラーレーダーの観測などを基に、ཽרなどのܹしい

ಥ風が発生する可能性の程度を10 キロメートル格子

単位で解析し、その 1 時間後（10 ʙ 60 分先）まで

の予測を行うもので、10 分ごとに発表します。「ཽר

発生確度ナウキャスト」を利用することにより、ཽר

が発生する可能性の高い地域や刻 と々変わる状況の

変化を詳細に把握することができます。ཽר発生確

度ナウキャストで発生確度 2 が現れたݝなどには「ཽ

ר注意情報」を発表します。この段階では既にཽר

が発生しやすい状況ですので、情報の発表から1 時

間程度はཽרなどのܹしいಥ風に対する注意が必要

です。

ղੳӍ量のྫࣄ

ฏ24 7݄ 17 ࣌16 20ͷྫࣄɻൃੜ֬̎ͱͳͬ
ͯいΔൣғͰ̍ؒ࣌ҎʹཽרͳͲͷܹ͠いಥ෩͕ൃੜ
͢ΔՄੑはɺ5ʙ10ˋͰ͢ɻൃ ੜ֬̍Ͱはɺ1ʙ5ˋͰ͢ɻ

2012  7݄ 14  10 ࣌ 00 

ੜ֬φΩϟストのྫൃרཽ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ɾཕφΩϟετ

　མཕによる被害を防ぐための気象情報と

して、「ཕナウキャスト」を発表しています。「ཕ

ナウキャスト」は、ཕ監視システムによるཕ

放電の検知及びレーダー観測などを基に、

ཕのܹしさやཕの可能性を1キロメートル格

子単位で解析し、その 1 時間後（10 分ʙ 

60 分先）までの予測を行うもので、10 分

ごとに発表します。ཕのܹしさやཕの発生

可能性は、活動度 1 ʙ 4 で表します。この

うち活動度 2 ʙ 4 となったときには、既に

積ཚ雲が発達しており、いつམཕがあって

もおかしくない状況です。直ちに建物の中

など安全な場所への避難が必要です。

ཕφΩϟストのྫ

ҙ情報のྫרཽ

ฏ 24  7 ݄ 17  16 ࣌ 20 ͷྫࣄɻ׆ಈ͕େ͖い΄Ͳམཕͷߴ͕ݥة
い͜ͱΛࣔ͢ɻ

○○県竜巻注意情報　第１号

平成××年○月６日１２時２７分　○○地方気象台発表

○○県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑

丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。落雷、ひょう、急な強い雨にも注意

してください。

この情報は、６日１３時３０分まで有効です。
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Πɽఱ気༧ใɺिؒఱ気༧ใɺقઅ༧ใ
　天気は、日々の生活と密接にかかわっています。例えば、今日はࡿを持って行った方がよいかとか、ि

末に予定しているཱྀ行はどんな装をすればよいかといった時に、天気予報が役に立ちます。

˓ఱ気༧ใ

　今日から明後日までの天気予報には、「府ݝ天気予報」、「地方天気分布予報」、「地域時ྻܥ予報」の

。つの種類がありますࡾ

　「府ݝ天気予報」は、一日の天気をおおまかに把握するのに適しています。

　「地方天気分布予報」は、天気などの面的な分布が一目でわかるので、例えば府ݝ天気予報で「ಶり時々

雨」となっていた場合、雨がどの地域でいつごろ降るのかといったことを把握するのに適しています。

　「地域時ྻܥ予報」は、ある地域の天気や気温、風の時間ごとの移り変わりを知るのに便利な予報です。

天気予報のछྨと༰

地Ҭྻܥ࣌予報（̑ൃ࣌ද）のྫ
天気予報のྫ
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˓िؒఱ気༧ใ

　ि間天気予報は、発表日のཌ日から1 ि間先までの毎日の天気、最高・最低気温、降水確率を、1

日 2 回、11 時と 17 時に発表しています。ि間天気予報のような先の予報になると、今日や明日の予報

に比て予報を適中させることが難しくなります。このためि間天気予報では、天気については信པ度を、

気温については予測ൣғをあわせて示しています。信པ度は、3 日目以降の降水の༗無について、「予報

が適中しやすい」ことと「予報が変わりにくい」ことを表し、予報の確度が高いほうからॱに A、#、C

の 3 段階で表現します。気温の予測ൣғは、「24ˆʙ 27 」̂のように予想される気温のൣғを示しており、

実際の気温がこの気温のൣғに入る確率はおよそ80%です。これらの情報によって、例えば同じれ時々

ಶりという予報でも、どれくらいの確度の予報かを知ることができます。

ि間天気予報のྫ
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અ༧ใق˓

　季節予報には、予報期間別に、2 ि間

程度先までを予測する異常天ީૣ期警戒

情報、1 か月先まで予測する1 か月予報、

3 か月先までを予測する 3 か月予報、6 か

月先までを予報するஆ・ީפ期予報があ

り、それぞれの期間について、平ۉ的な

気温や降水量などを、予報区単位で予報

しています。平ۉ的な気温や降水量など

は、3 つの階ڃ（「低い（গない）」、「平年

ฒ」、「高い（多い）」）に分け、それぞれ

の階ڃが出現する可能性を確率で表現し

ています。なお、「異常天ީૣ期警戒情報」

は、2 ि間程度先までの 7 日間平ۉ気温

が平年から大きく隔たる可能性が高いと

予測した場合に発表されます。それぞれ

の予報の内容と発表日時は表のとおりで

す。また地方季節予報で用いる予報区分は図の通りです。

અ予報のछྨと༰ق

छྨ

ҟৗఱީ

ռใܯظૣ

1͔݄༧ใ

༧ใظީפ �݄ 25 ࠒ �
14 ࣌ 00 

ౙ（12 ʙ 2݄）ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺ
߱ઇྔ（ຊւଆͷํͷΈ）ɻ

Ն（6ʙ �݄）ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺകӍ6）ظ࣌ʙ
7݄ɺԭೄɾԄඒは 5ʙ 6݄）ͷ߱ਫྔɻ

�͔݄ฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺ߱ઇྔ（ౙقɺຊւଆ
ͷํͷΈ）ɺ֤݄ͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɻ

͏͜ 1͔݄ؒͷฏۉ気Թɺ߱ਫྔɺরؒ࣌ɺ߱
ઇྔ（ౙقɺຊւଆͷํͷΈ）ɺ1िɺ2िɺ
�ʙ 4िͷฏۉ気Թɻ

ใൃදͷ 5͔ޙΒ 14 ޙまͰΛର象ͱͯ͠ɺ
7ؒฏۉ気Թ͕ʮ͔ͳΓߴいʯまͨはʮ͔ͳΓ
いʯͱͳΔՄੑɻඞཁʹԠͯ͡ɺத͔ͳΓ
ଟい߱ઇʹର͢ΔҙىשΛใจʹՃɻ

2݄ 25 ࠒ �
14 ࣌ 00 

ຖ݄ 25 ࠒ
14 ࣌ 00 

ຖि༵ۚ
14 ࣌ �0 

ଇɹՐɾ༵ۚݪ
࣌14 �0 

େि࠷） 2ճ）

ൃද࣌ ༰（֬Ͱදͯ͠ݱいΔ༧ใཁૉ）

ஆީظ༧ใ

�͔݄༧ใ

ˎ͔݄̏༧ใͱಉൃ࣌ද

અ予報Ͱ用いる予報۠ق
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ɽધഫͷ҆શͳͲͷͨΊͷใ
　ધഫの運ߤには、台風や発達中の低気ѹなどによるߥ天時の安全性のほか、ւ上༌送における経済

性や定時性などの確保が求められます。

　このため、日本近ւや外༸をߤ行するધഫ向けに、ւ上における風向・風速、波の高さ、ւ面水温、

ւ流などの予報や強風・ೱໄ・着ණなどの警報を、通信衛星（インマルサット）による衛星放送、ナϒテ

ックス無線放送、N),ラジオ（ړ業気象通報）などにより提供しています。

　

˓ຊۙւʹؔ͢Δใ

　日本のԊ؛から 300 ւཬ（およそ 560

キロメートル）以内を12 に分けたւ域

ごとに、低気ѹなどに関する情報ととも

に、天気や風向・風速、波の高さなど

の予報、強風・ೱໄ・着ණなどの警報

を発表しています。これらの予報や警

報などは、地方ւ上予報や地方ւ上警

報として、ナϒテックス無線放送（ӳ文・

和文放送）によって日本近ւをߤ行す

るધഫに提供しています。ナϒテックス

無線放送では、これらの予報や警報に

加えて、津波や火山現象に関する予報

や警報も提供しています。

　主に日本近ւでૢ業するړધ向けに

は、台風、高・低気ѹ、前線などの実

況と予想、上やւ上における気象の

実況情報を、ړ業気象通報として N),

ラジオを通じて提供しています。また、

天気֓況や気象の実況情報、ւ上予報・

警報などを、ړ業無線気象通報として

。局を通じて提供しています؛業用ւړ

　さらに、ւ上の警報の内容もهड़さ

れた実況天気図や、ւ上のѱ天（強風・

ೱໄ・ւණ・着ණ）の予想もهड़され

た予想天気図（ւ上ѱ天 24 時間予想

図、同 48 時間予想図）、台風（120 時

間先までの進࿏予報及び 72 時間先までの強度予報）、波࿘、ւ面水温、ւ流、ւණなどの実況や予想

などの図情報を、短波放送による気象庁気象無線ࣸ通報（JM)）により提供しています。

ւ্ѱ天̎̐࣌間予ਤ

地ํւ্予報ɾܯ報のൃදւҬ۠
（日ຊۙւの１̎ ւҬਤ）
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˓֎༸ʹؔ͢Δใ

　「1974 年のւ上における人命の安全のための国際条約」（SOLAS 条約）に基ͮき、気象庁の分

担ւ域である西ଠ平༸（֓ね道からҢ 60 度、東経 100 度から180 度にғまれるւ域）を対象に、

Ң度・経度で地域を明示して、低気ѹや台風に関する情報とともにւ上の強風・風やೱໄの警報を、

通信衛星（インマルサット）を介して、セーフティネット気象予報警報（無線ӳ文放送）としてધഫ関係者

向けに提供しています。

Τɽͦͷଞͷใ
˓ޫԽֶεϞοάͳͲͷඃدʹݮܰ༩͢ΔͨΊͷใఏڙ

　れて日ࣹが強く、風がऑい等、光化学スモッグなどの大気Ԛછに関係する気象状況を、都道府ݝに

通報します。また、光化学スモッグが発生しやすい気象状況が予想される場合には、「スモッグ気象情報」

やཌ日を対象とした「全般スモッグ気象情報」を、広く一般に発表します。また、環境省と共同で光化学

スモッグに関連する情報をホームページで提供しています。

˓தʹͭいͯͷҙىש

　一般的な注意事項として中もؚめた高温時における݈߁理への注意を呼びかけることを目的とし

て、高温注意情報、異常天ީૣ期警戒情報や日々の天気֓況、気象情報の中でも、中への注意の

呼びかけをりࠐんで発表しています。

ધഫ͚気象情報のछྨとఏํڙ๏
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（２）気象の؍ଌɾࢹと情報のൃද
ΞɽΞϝμε（Ҭ気象؍ଌ）
　気象台や測ީ所では気ѹ、気温、࣪度、風向・風速、降水量、日照時間などの地上気象観測を行っ

ています。これらの気象官署をؚめた全国各地の約 1300 か所で、自動観測を行うアメダス（地域気象

観測システム）として、降水量を観測しています。このうち約 840 か所では、降水量に加えて、気温、風

向・風速、日照時間の観測を、また、߽ઇ地帯などの約 320 か所では積ઇのਂさの観測を行っています。

ΠɽϨʔμʔ気象؍ଌ
　全国 20 か所の気象レーダーによって降水の観測を行

い、大雨警報などの気象情報の発表に利用しています。

気象レーダーは、パラϘラアンテナから電波を発ࣹし、

雨ణなどによってࣹされた電波を受信することにより、

どの位置にどの程度の強さの降水があるかを把握するこ

とができます。各地のレーダーの観測結果を組み合わせ

ることにより、日本の域とその近ւにおいて東西ೆ

1キロメートル四方ごとの降水の分布と強さを観測してい

ます。平成 21 年 7月1 日から局地的大雨をૣ期に把握

できるよう、気象レーダーの観測間隔を従来の 10 分毎

から 5 分毎に変更し監視機能を強化しました。また、降水の分布と強さに加え、電波のドップラー効果

を利用して風で流される雨ཻやઇの動きを観測できるドップラー機能も備えており、集中߽雨やཽרなど

のಥ風をもたらす積ཚ雲内෦の高度 15 キロメートルまでの詳細な風の分布の把握を行っています。

気象Ϩーμーの配ஔ

ฏ 25 4݄ 1ࡏݱ

地Ҭ気象؍ଌシステム（アメμス）؍ଌ
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コラム

˙ϝογϡฏ����Λެද͠まͨ͠ɻ
　ϝッγϡฏは、気象Ξϝμε؍ଌॴのないॴのฏを、地ܗのӨڹをྀߟにೖれ
て、̍ キロϝーτϧํ࢛のʢϝッγϡʣঢ়にਪఆしͨものͰす。気象ிͰは、ฏ��にฏ
を౷ؒظܭ����ʙ����にΑるものにߋ৽しͨこと͔Β、この৽ฏを༻いて、৽ͨに
「ϝッγϡฏ����」を࡞し、気象ிϗーϜϖーδͰެ表しましͨ。
　63-ɿIUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�PCE�TUBUT�FUSO�WJFX�BUMBT�IUNM
全ఱ、ؒ࣌ઇ、রੵਂ࠷、気Թ、߱ਫྔ࠷気Թ、ߴ࠷気Թ、ۉしͨ気象ཁૉは、ฏ࡞　
ࣹྔの݄ผٴͼのฏۉ߹ܭͰす。
　ϝッγϡฏ����のσーλは、ࠃใμϯローυαーϏεなどにΑりఏڙして
͓り、自然ΤωϧΪー։ൃ、֤छۀ࢈Ͱのద地બఆ、ڥอ全ܭը、ࢢ։ൃܭըなどଟํ
面Ͱར༻がظ͞れます。とりΘ͚、ۀͰは、気ީのมԽにԠͨ͡ରࡦをとるͨΊに、面తにॆ
࣮しͨきΊ͔ࡉい気象σーλがඞཁになり、ϝッγϡฏのར༻がਐΜͰいます。
　ྫえ、ʢಠʣۀɾ৯ٕۀ࢈ज़૯߹ߏػڀݚͰは、気ީのมԽにରԠしͨ׆ۀಈをࢧԉす
るͨΊに、全ࠃ൛ૣܯظռɾഓࢧԉγεςϜʢ"."5&3"4�� "HSJDVMUVSF� .FUFPSPMPHJDBM�
"MFSU�5SBOTNJTTJPO�BOE�&YQFSU�3FHJPOBM�"TTJTUBOU�4ZTUFNʣの։ൃをਐΊて͓り、ͦ のγ
εςϜのج൫となるۀ༻の̍キロϝーτϧϝッγϡσーλのඋに、ϝッγϡฏが׆༻͞れ
ています。

メッシュฏ年ਤのྫ

ۙͷ֦େਤݝਤɺӈɿ੩Ԭࠃɿؒ߱ਫྔ（୯ҐɿϛϦϝʔτϧ）ͷશࠨ
ޮܗՌʹΑͬͯ੩Ԭݝɺلҏౡɺࠃ࢛ɺभͷࢁͷೆ౦ࣼ໘Ͱɺまͨౙظʹ߱ઇͷଟいຊւଆͷࢁԊいͰɺؒ߱ਫྔ͕
ଟ͘ͳͬͯいま͢ɻ੩Ԭݝۙͷ֦େਤதͷ˔ҹはɺ気象ॺΞϝμε؍ଌͷҐஔͰ͢ɻؙࠇͰғΜͩҬ	ޚ఼ࢢɺ੩Ԭࢢ	ਅ
ࢁ࢜ۙ））ʹはपลͷΞϝμε؍ଌΑΓؒ߱ਫྔ͕ଟいͱਪఆ͞ΕΔҬ͕͋Δ͜ͱ͕Θ͔Γま͢ɻ
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ɽߴ気象؍ଌ
　低気ѹなどの大気のॾ現象は、主に、地上からे数キロメ

ートル上空までの対流ݍにおいて発生しています。また、その

上にある成層ݍにおいて発生する現象も、気象現象に大きく

関連しています。気象庁では、これら上空の気象現象をଊえ

るため、全国 16 地点で毎日ܾまった時刻（日本ඪ४時 09 時、

21 時）に「ラジオκンデ」という観測機ثを気ٿにるして

ඈ༲させ、地上から約 30 キロメートル上空までの気ѹ（高度）、

気温、࣪度及び風について観測しています。

　高層気象観測資料は、天気予報のほかにߤ空機の運ߤ理などにも利用されています。また、近年は、

地ٿ温ஆ化をはじめとした気ީ問題への関心が高まり、高層気象観測の観測資料は対流ݍや成層ݍの

気温変化の監視など気ީ分野においても重要な役割を果たしています。

ϥジΦκンデによるߴ気象؍ଌ

ϥジΦκンデඈ༲͏ߦցͰࣗಈతにػ

ਓの手Ͱ͏ߦϥジΦκンデඈ༲
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ΤɽΟϯυϓϩϑΝΠϥ؍ଌ
　ウィンドプロファイラは地上から上空に向けて電波を発ࣹし、気流のཚれや雨ཻによってࢄཚしてはね

返ってきた電波を受信し、ドップラー効果を利用して上空の風向・風速を10 分毎に 300 メートルの高度

間隔で連続して観測します。気象条件によっ

て観測データが得られる高度は変動します

が、天時には 3 ʙ 6 キロメートル、ಶ天時

や降雨時には 7 ʙ 9 キロメートル程度までの

上空の風向・風速が観測できます。全国 33

か所のウィンドプロファイラで上空の風を連

続的に観測し、߽雨や߽ઇなどの局地的な

気象災害の要Ҽである「࣪った空気（࣪度が

高い空気）」の流れを観測することにより、

数時間先の大雨の予測の精度向上に大きく

寄与しています。

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌ

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌྫ�

ィンυϓϩϑΝイϥの外؍

ィンυϓϩϑΝイϥ؍ଌྫ�

気象ிͰはશࠃ ��͔ॴʹΟϯυϓϩϑΝΠϥΛઃஔͯ͠いま͢ɻ
（ฏ 25 （ࡏݱ4݄

ฏ 24 （2012�）෩ୈ 4߸௨ա࣌ͷ؍ଌྫ

੩Ԭ؍ଌہͷશܠɻനい࢛֯ͷϑΣϯεͷ໘ʹΞϯςφ͕ઃஔ͞
Εͯいま͢ɻ

10 ຖͷ؍ଌσʔλͷɺߴ 1000 ϑΟʔτ（ �00N）ຖͷ෩ɾ
෩ͷӋࠜදࣔͱɺ1000 ϑΟʔτ（ �00N）ຖͷԖγΞʔΛ৭
͚දࣔͨ͠ͷͰ͢ɻͰはԖγΞʔ͕େ͖͘ͳ͓ͬͯΓཚ
気ྲྀ͕ൃੜ͢ΔՄੑ͕͋Γま͢ɻ

ఱͱఱ͔Β౦ೆʹ 10�্ۭ͚ͨͷ Λൃࣹ͠ま͢ɻ֤ిʹ5�ํ
ɾΒはͶฦ͖ͬͯͨిͷपͷͣΕ（υοϓϥʔޮՌ）͔Β্ۭͷ෩͔ํ
෩Λ؍ଌ͠ま͢ɻ

ィンυϓϩϑΝイϥによる্ۭの෩の؍ଌの֓ཁਤ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

　また、台風や前線に伴う強風などの監視にも役立てられています。観測データからԖ直方向の風の変化

（Ԗ直シアー）を知ることもできます。Ԗ直方向に風が大きく変化している所ではཚ気流が発生する可能

性があるため、この情報をߤ空関係者に提供し、ߤ空機の安全な運ߤに役立てています。

Φɽ੩ࢭ気象Ӵ؍ଌ
　わが国は現在まで約 35 年にわたって静止気象衛星「ひまわり」による気象観測を行ってきました。静

止気象衛星の最大の利点は、同じ地域を常時観測できるという点です。東経 140 度近の道上空約

35800 キロメートルの静止ي道にあって地ٿの自సप期に合わせてप回することにより、日本をؚむ東ア

ジア・西ଠ平༸地域の広いൣғを 24 時間常時観測することができます。特に観測地点がগない༸上の

台風の発生・発達の監視に不可欠の観測手段です。

　気象庁では、次期衛星として「ひまわり 8 ߸・9 ߸」をそれぞれ平成 26 年度（2014 年度）、平成 28

年度（2016 年度）に打ち上げることを計ըしています。次期衛星は、現在の 30 分毎の観測を10 分毎

に行い、観測ը像の種類も 5 種類から16 種類に増やすなど観測機能を大幅に向上させることにより、

台風、局地的߽雨やཕ、ಥ風をもたらす積ཚ雲の状況をより詳細にૣ期にଊえることができると期待さ

れています。気象庁では、次期衛星で得られる観測データの利活用技術についても開発を進めていると

ころです（第 1 ෦第 2 章第 2 節 (3）「次期静止衛星のための技術開発」参照）。

˓෯いͰͷར༻

　「ひまわり」が観測するデータは、台風の監視以外にも、集中߽雨等の監視、数値予報の初期値への

利用、ߤ空機やધഫの安全運ߤに資する情報の作成、気ީ・地ٿ環境の監視、火山փやԫ砂の監視な

どに幅広く利用されています。また、アジア・ଠ平༸を中心とした世界各国の気象機関でも利用されてい
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打ち上げ予定�

次期衛星（����年製造開始）�

˞੨はʮͻまΘΓʯͷ؍ଌൣғ

「ͻ·わり」による෩のࢹ ଌΧメϥ؍Ӵのظ࣍

੩ࢭ気象Ӵのมભ

੩ࢭ気象Ӵのมભ
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ます。また、「ひまわり」にはデータを中継する通信機能もあり、国内外のધഫやౡなどに設置された

観測装置の気象観測データ、国内主要地点の震度データ・ை位（津波）データなどの収集に活用されて

います。

Ӵ؍ଌデータの様々な利用ྫ

ຊҬͷܹٸʹൃୡ͢ΔੵཚӢͷࢹ
ఆͨ͠ݶʹଌ（ຊۙ؍සӴӢߴ খྖҬΛ5ִؒͰ؍ଌ）ͰಘΒΕͨฏ
24�݄610��5ʙ11��5（15ຖ）ͷը૾ɻ11�0࣌ࠒ Β͔12࣌ա͗ʹ͔͚
ͯ৽ׁݝͰはಥ෩͕ൃੜͨ͠ ɻ

Ր׆ಈͷࢹ
ฏ2�1݄2702࣌ʙ06࣌ɹ৽೩ַͷՐʹΑΔԎͷ֦͕ΓΛ
ଊ͑ͨ ը૾ɻ

ઇණҬͷࢹ
ฏ242݄1212࣌ɹΦϗʔπΫւ্ͷւණΛଊ͑ͨ ը૾ɻ

େ Β͔ͷԫ࠭Τʔϩκϧͷࢹ
ฏ244݄2200࣌ɹԫ࠭Λଊ͑ͨ ը૾ɻ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ΧɽைҐɾ࿘؍ଌ
　気象庁では、高ை・෭振動・異常ை位及び高波等によるԊ؛の施設等への被害の防止・軽ݮのため、

全国各地でை位（ைࣚ）と波࿘の観測を行っています。ை位の観測は検ை所や津波観測点の観測装置、

波࿘の観測はԊ؛波࿘計、ϒイ、観測ધを使用して行っています。また、他機関の観測データも活用し

てきめ細かい実況の監視に努めています。

　一方、スーパーコンピュータを用いた高ைモデルや波࿘モデルにより、それぞれை位や波࿘の予測値を

計算しています。これらの資料と実況監視データを用いて、各地の気象台では、高ை警報・高ை注意報、

波࿘警報・波࿘注意報、気象情報やை位情報を発表し、Ԋ؛域での浸水等の被害やધഫのւ難事ނ

に対する注意・警戒を呼びかけています。

ைҐと࿘の情報（情報のྲྀΕ）
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（３）ҟৗ気象なͲのࢹɾ༧ଌ
ɹΞɽҟৗ気象ͷࢹ

　異常気象とは、一般に過去に経験した現象から大きく外れた現象で、人が一生の間にまれにしか経験

しないような現象をいいます。大雨や強風などのܹしい数時間の気象から数か月も続くׯばつ、ྫྷՆなど

の気ީの異常もؚまれます。気象庁では、原則として「ある場所（地域）・ある時期（ि、月、季節）に

おいて 30 年間に 1 回以下のස度で発生する現象」を異常気象としています。

　気象庁では、世界中から収集した観測データ等をもとに、我が国や世界各地で発生する異常気象を監

視して、ۃ端な高温 ŋ 低温や大雨・গ雨などが観測された地域や気象災害について、िごとや月ごと、

季節ごとにとりまとめて発表しています。また、社会的に大きな影ڹをもたらした異常気象が発生した場

合は、特と要Ҽをまとめた情報をਵ時発表しています。

 

　さらに、我が国への影ڹが大きな異常気象が発生

した場合は、異常気象分析検討会（ࣸਅ）を開催し、

大学・研究機関等の第一線の研究者のڠ力を得て最

新の科学的知見に基ͮいた分析を行い、異常気象の

発生要Ҽ等に関する見解を迅速に発表します。

ฏ��年（�0��年）�݄�0日ʙ�݄��日に͓͚るҟৗ気象気象災

ҟৗ気象͕؍ଌ͞Ε͕ͨ͋ΔఔまͱまͬͯݱΕͨ߹ʹͦͷҬΛۂઢͰғΈɺ൪߸Λͯ͠いま͢ɻ
まͨɺඃࣾձతͳӨڹͷେ͖ͳ気象ࡂʹͭいͯه߸Ͱࣔ͠ɺಉ͘͡൪߸Λͯ͠いま͢ɻ

ҟৗ気象ੳݕ౼ձ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ΠɽΤϧχʔχϣɾϥχʔχϟݱ象ͷࢹͱ༧ଌ
　エルニーニョ現象とは、ଠ平༸道域の中ԝ෦からೆถペルーԊ؛にかけての広いւ域で、ւ面水温

が平年より高い状ଶが、数年おきに半年から一年半程度続く現象です。一方、同じւ域でւ面水温が

平年より低い状ଶが続く現象をラニーニャ現象と呼びます。エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生す

ると、日本をؚむ世界の様々な地域で多雨・গ雨・高温・低温など、通常とは異なる天ީが現れやすくな

ります。また、西ଠ平༸帯域やインド༸帯域のւ面水温の状ଶも日本や世界の天ީに影ڹを与えて

いることが、近年明らかになってきました。

　気象庁では、エルニーニョ・ラニーニャ現象や、西ଠ平༸帯域・インド༸帯域のւ༸変動に関す

る最新の状況と 6 か月先までの見通しを、「エルニーニョ監視速報」として毎月10 日ࠒに発表しています。

Τϧχーχϣݱ象ࢹւҬ͓よͼΤϧχーχϣݱ象࣌のւ໘ਫԹฏ年ࠩ

Τϧχーχϣݱ象ൃੜ࣌のੈքの天ީのಛ（3か݄ฏۉ）

ϥχーχϟݱ象ൃੜ࣌のੈքの天ީのಛ（3か݄ฏۉ）

ӄӨɿฏ �（1��7 ）11 ݄ͷւ໘ਫԹฏࠩ

6݄ʙ �݄

6݄ʙ �݄

12 ݄ʙ 2݄

12 ݄ʙ 2݄
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（̐）気象ிのج൫情報γスςϜとΠϯλーωοτΛ௨͡た情報ൃ৴
　気象庁では、国内外の関係機関から気象などの観測データを収集し、これを解析、予測することで、

警報・注意報などの防災気象情報を作成し、防災関係機関や報道機関を通して広く国民に伝達しています。

観測データの収集や情報伝達、解析や予測には気象資料総合処理システム（COSMETS）を使用してい

ます。気象資料総合処理システムは解析や予測を担うスーパーコンピュータシステムと通信機能を担う気

象情報伝送処理システムの 2 つのシステムで構成されています。スーパーコンピュータシステムは、世界各

地の観測データ、気象衛星（ひまわり）の観測データなどを使って気ѹや気温など大気の状ଶを詳しく解

析し、さらに解析結果から物理法則に基ͮくモデル計算により大気の今後の変化を予測します。気象情

報伝送処理システムは、最新の地上・高層気象観測や気象レーダー観測のデータ、Ԋ؛波࿘計やை位計、

ધഫなどによるւ༸観測のデータ、震度観測データなどのほか、都道府ݝなどが行う雨量観測や震度観

測などのデータを収集しています。また、世界の気象機関がڠ力して運用する全ٿ通信システム（GTS）

の通信中枢として関係国と観測データの交換を行っています。これらの観測データ、解析・予測の情報、

地震・津波や火山に関する情報を、国内の気象官署や防災関係機関、外国の気象機関などに提供する

とともに、民間気象業務支援センターを通じて民間の気象事業者や報道機関などに提供しています。各

気象台との情報伝達経࿏となる国内の基൫通信網を 2 重化していることに加え、東日本と西日本にそれ

ぞれ中枢を持つ気象情報伝送処理システムは૬ޓバックアップ機能を༗しており、大ن災害時にも安定

して各種観測データの収集や予報、防災情報などの伝達を継続できるように信པ性の向上を図っていま

す。

気象؍ଌデータのऩ ɾू処理と気象情報の伝達ɾൃ ද
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓気象ிϗʔϜϖʔδɹ
　気象庁ホームページ * では、気象庁の組織や制

度の֓要、広報誌などの行政情報をはじめ、気象

の知識などの情報を提供するとともに、天気予報

や気象警報・注意報、地震、津波などの防災情報

を掲ࡌしています。平成 24 年は、1 日当たり約

1400 万ページビュー、多い時には 5200 万ページ

ビュー（平成 23 年 9 月 21日台風第 15 ߸が接近し

た時）のアクセスがありました。あわせて過去の気

象データを検ࡧできるページや、過去の地震データ

を検ࡧできる「震度データベース検ࡧ」ページなど

も公開しており、過去データの検ࡧサイトとしても充

実してきております。

* http://XXX.jma.go.jp/jma/index.html

気象庁ϗームϖージのトッϓϖージ

コラム

͍ͯͭʹใのਤදࣔの৭߹͍の౷ҰؾிϗʔϜϖʔδʹ͓͚Δؾ˙
　ฏ��͔Β、ϗーϜϖーδͰ気象
ใをਤ表ࣔするࡍの৭߹いにͭいて、
ใをࡍͨݟにड͚るҙɾܯռϨϕϧのҹ
象を֤छใؒͰՄなݶりҰகͤ͞るΑ
͏な৭͔ͮいにมߋしてఏڙしています。
　ྫえ、気象ܯใ、大波ܯใ、Րܯ
ใなどに、ܯใの͏ͪಛにܯռをཁする۠
をࣔすࢵ৭をઃఆしましͨ。
　まͨ、Ϩーμーの߱ਫཕ׆ಈなどの
をࣔすใにͭいては、ҙをཁする͞ڧ
Ϩϕϧはԫ৭、ܯռをཁするϨϕϧは
৭、͞ΒにܯռをཁするϨϕϧはࢵ৭、ٯ
にҙܯռをཁしない߹は੨৭ܥのೱ
୶৭と、͞ڧにԠͨ͡৭͔ͮいに౷Ұし、
これにΑりҙɾܯռをΑりҰىשする
ことにしています。

気象情報の配৭ྫ

େܯใ（ࢵ）ɾܯใ（）ɾҙใ（ԫ）ͷ৭߹い
ɹେܯใʹɺಛʹܯռ͕ඞཁͳ۠Λࣔ͢ࢵ৭Λ༻いΔɻ͜ͷ͜
ͱʹΑΓɺࢵઢͰࣔ͢Ԋ؛෦ԊいʹいΔਓはɺͨͩͪʹΑΓߴい
ॴʹආ͢ΔߦಈΛͱΔͱい͏࠷େڃͷܯռ͕ඞཁͰ͋Δ͜ͱΛೝ
ࣝ͢ΔޮՌΛ͢ࢦɻ
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˓8.0ใγεςϜ（8*4）
　8MO 情報システム（8IS：8MO Information System）は、気象に関するデータやプロダクトなどの

情報を国際的に効率よく交換・提供するために、8MO が新たに構築中の基൫情報網です。従来の

GTS に各種気象情報を統合し、統一された情報カタログを整備することで検ࡧやアクセスが容易になり、

気象情報の༗効活用が図られます。

　8IS は、中֩となる全ٿ情報システムセ

ンター（GISC：GloCal Information System 

Centre）、各種気象情報を提供するデータ

収集作成センター（DCPC：Data Collection 

or Production Centre）、各国気象局など

（NC：National Centre）から構成され、気

象庁は 8MO から GISC と 8 つの DCPC

に指໊されています。

　気象庁は、世界中のデータやカタログの

理・交換を行う最も重要な存在である

GISC の運用を、世界に先ۦけて平成 23（2011）年 8 月から開始しました。その後平成 24（2012）年 12

月までに中、ಠ、ӳ、の GISC が運用を開始し、将来的には 15 ϲ所の GISC で 8MO 各地区をカバ

ーする計ըとなっています。

　気象庁は第ᶘ地区のカンϘジア、タイ、ベトナム、ミャンマー、ラオスおよび第ᶛ地区ながら台風などで

連携の強いフィリピンを GISC 東京の域国とし、8IS に関する技術支援を積ۃ的に行い、国際ݙߩ

と我が国の国際的プレθンスの向上を更に図っていきます。

̢̬̤情報システムの֓೦

̜̞ ̨̘配ஔとӡ用ঢ়گ
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ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

˓ࡂใఏڙηϯλʔ
　国土交通省では、気象庁をؚむ省内各෦局等が保༗する様々な防災情報を集約し、インターネットを

通じてワンストップで国民の皆様へ提供するため「防災情報提供センター」（http://XXX.mlit.go.jp/

saigai/Cosaijoho/）を開設しており、気象庁が運営を担当しています。

　気象庁、国土交通省等が観測した雨量情報が一覧できる「リアルタイム雨量」、気象庁、国土交通省の

レーダーを統合した「リアルタイムレーダー」をはじめ、災害対応の情報や河川、道࿏、気象、地震、火

山、ւ༸などの各種の防災に関する情報を容易に入手することができます。

　また、外などパソコンが使えない状況でも防災情報を入手できるよう、携帯端末向けホームページ

(http://XXX.mlit.go.jp/saigai/Cosaijoho/i-index.html）も開設しており、気象警報、ཽרや降水のナウ

キャスト情報などの気象情報のほか、津波警報やை位情報等を提供しています。

ϦアϧタイムϨーμーのදࣔྫ

�気象ிͱࠃަ௨ল（ਫཧ ŋࠃอશہɺಓ࿏ہ）ͷϨʔμʔΛ౷߹ͨ͠Ϩʔμʔใ
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